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プロジェク ト法

上越教育大学教授 高 田 喜久司

1.いま､なぜ ｢プロジェクト法｣か

プロジェク ト法 (TheProject Method)

はアメリカにおいて､20世紀初頭から実践の

萌芽が見られ､1910年代に普及し､1920年代

中ごろにかけて高揚期を迎えた経験主義教育

による代表的な学習指導の方法あるいは理論

である｡特に､1910年から1920年までの10年

間はアメリカ教育界あげての流行時代にあっ

たといわれる｡

プロジェクト法は知識偏重の伝統的教育を

否定し､現実の生活に立脚した生活教育を強

調するものであった｡ わが国には大正自由教

育期に導入され､戦後の新教育において再び

注目をあび､教科の論理よりも生活経験を､

教授よりも学習を重視する新しい教育内容 ･

方法論が求められたこともあって､問題解決

学習とともにプロジェクト法に大きな期待が

寄せられたのである｡ 一般には ｢プロジェク

ト･メソッド｣｢構案教授｣｢構案法｣｢作業

案法｣などと訳され使用されている｡

さて､プロジェクト法といえばキルパ トリ

ック (Kilpatrick,W.H.1871-1952)と

受け止められるほど､彼はプロジェクト法の

大成者として有名である｡

1918年､キルパ トリックは､論文 Fプロジ

ェクト･メソッドJを著し､プロジェクト法

のエッセンスを提示した｡ この時期の流行的

な実践と理論に関する一つの総決算ともいえ

る論文であったと位置づけられよう｡

プロジェク ト法のエッセンスは､子どもの

学びは ｢目的的活動｣の遂行であるというテ

-ゼから､｢目的的活動｣の単位として ｢目

的 t計画 ･遂行 ･判断｣の4段階を経るプロ

ジェクト法による新しい単元学習を定式化し

た点に求められる｡ それは､子どもの自己活

動や豊富な経験を重視する新教育あるいは進

歩主義教育運動の理念を明らかにしたものと

して､歴史的な意義を有するのである｡

しかし､大成者はキルパ トリックであるに

しても､プロジェクト法は元来､特定の個人

の提唱によって出現したものではないことに

留意しなけれなならない｡教育界でかなり広

く実践されやようになってから､その理論構

築がなされたといえよう｡ プロジェクト法は

いわば ｢実践の理論化｣を図ったものと考え

られ､他の学習指導法の誕生とは異なるユニ

ークな様相を呈している｡

すなわち彼が論文を書いた1918年以前に､

ほぼ20年にわたるプロジェクト法の歴史があ

ったのである｡そのプロジェクト法が教育哲

学でもって基礎づけられ､確立した教育理論

として認知されるうえで､キルパ トリックの

果たした役割は大きいといえる (1)0

生活教育を榛梼するプロジェクト法は､当

然のことながら､分立した各教科の知識内容

を受容的に学習させることに反対する｡ 子ど

もの生活や経験に基盤をおきつつカリキュラ

ムの統合を図って､家庭や地域社会の生活の

実際を学校教育に取 り入れ､学校を改革しよ

うとするねらいがあった｡このため､意味の

ある活動や経験を､子どもの自発性に基づい

たプロジェクトとして子ども自身に企画 ･計

画 ･実行させ､生活に役立つ知識と能力を獲



得するように学習活動を組織することが強調

された｡

プロジェクト法の理論が､わが国の今日的

な学校改革の動向と歴史的 ･社会的推移を無

視してストレートに結びつけて考えることは

できないが､その理論的基盤を与えてくれる

ようにも思えるのである｡ 例えばものづくり

や生産活動など体験的な学習､問題解決的な

学習を取り入れる配慮が要請される ｢総合学

習｣の理論や実践､さらに知識と生活との結

びつき､｢知の総合化｣の視点を重視した教

育活動の展開が求められている現状を視野に

入れるならば､キルパ トリックが説き続けた

｢学校と社会の結合｣｢学習と生活の結合｣

の考え方やプロジェクト法を､その真髄にお

いて理解する今日的意義は大きいのである｡

以上記してきたことを全般的に確かめ､初

期のプロジェクト法の展開､キルパ トリック

のプロジェク ト法の理論とその諸相について

検討することにしたい｡

2.初期プロジェクト法の展開

(1)｢プロジェクト｣の音源的意味

等閑に付してきたが､そもそも ｢プロジェ

ク ト｣(prq-ect)とは何を意味するのであろ

うか｡

プロジェクトは語源的には､まず ｢投げ出

す｣｢投影する｣｢(心のなかから投げ出し

て)客観化する｣｢考案する｣｢計画する｣

｢企画する｣という意味を持つ｡ すなわち他

者から何かを与えられるのではなく､自分の

思うこと､心にあることを客観的に外へ投げ

出し､具体化 ･現実化するため､自ら計画を

立てて目的を達成する活動のことである｡

次に名詞的用法では､｢計画｣｢企画｣｢事

業｣｢研究計画｣｢学習課題｣という意味に

なる｡ そのため今日でも教育の領域にとどま

らず､農業 ･工業などの産業界をはじめ医学

界や出版界などさまざまな分野で多用されて

いることは周知の通りである｡
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(2)｢プロジェクト｣ の起源

アメリカにおいてプロジェクトが教育用語

としていつごろから使われるようになったの

か｡これについては諸説があって必ずしも明

確ではない｡教育関係者がこれを使用する以

前には､土木技師が測量などについて使用し

たともいわれている..

通例は､1901年コロンビア大学教授のリチ

ャーズ(Richards,C.R.)が手工教育(mantl_

al training)の実験で用いたのが教育指導

上の起源とされている｡

彼は､一定のモデルを模倣して作品を製作

する従来の手工教育のやり方に対して､子ど

もの自己表現としての ｢手仕事｣(hand-w

ork)を ｢プロジェク ト｣と位置づけた｡そ

してその観点から､子ども自身が計画をたて

て作品を製作していく新たな方法を採用した

のである｡

手工的作業を子どもが自主的に進ぬていく

活動がプロジェクトの意味である｡ すなわち

1900年ごろのプロジェクトは､ある作品の製

作に含まれる実際的課葛を表すために使われ

たと解されるのである｡

(3)農業教育のプロジェクト

しかし､プロジェクトという言葉が広く普

及するようになったのは農業教育においてで

あったとされる｡

当時アメリカの農村では､少年少女の農業

クラブがつくられ､そこで､1エーカーの土

地でどのクラブが最も多くの収穫をあげるか

という多収穫競争が流行していたといわれる｡

その計画的な仕事の-まとまりがプロジェク

トと呼ばれたのである｡ ところが､収穫をあ

げるためには､どうしても学校で学んだ農業

に関する知識 ･技術を応用したり､また必要

に応じて､これらを習得していかなければな

らなかった｡

こういった事態を学校の側からとりあげた

のが､マサチューセッツ州ノーサンプ トンの

スミス農業学校のスティムソン (Sti皿80n,
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R.W.)校長であった｡ 彼のやり方は端的に

いえば､｢ホーム ･プロジェク ト｣(homepr

oject)といわれる農業教育法といえる.

1908年､スティムソンは､家庭作業で穀物

栽培や家畜の飼育を子どもの責任によって実

習させる方法を取 り入れ､この家庭作業をホ

ーム ･プロジェク トと名づけたのである.

ホーム ･プロジェク トは､農作業によって

実地に農業教育をやることであり､子どもが

自分の家庭でやったり､子ども同士のクラブ

でやっていた農作業と､学校の授業とを連結

させるところに特質がある｡

具体的に例えば､子どもが家庭作業で麦を

栽培するには､土壌の様子を調べたり､耕作

･種まき ･排水 ･収穫 ･出荷に至るまでいろ

いろな問題に直面し､これを解決しなければ

ならない ｡ 子どもはすでに学校で学習した事

項を応用したり､ときには学習しないことを

補習し､学習する機会が与えられる｡

アメリカにおいて産業教育が盛んになり始

めていた時でもあり､このやり方が好成績を

収めたというので注目をあつめ､州教育委員

会も観察や調査にのりだした｡そして､1911

年にホーム ･プロジェク トには十分な教育的

価値が認められると報告している｡

すなわち農業プロジェク トは､農園の改善

に貢献する目的をもって試験的に生産を増強

するねらいがある｡ しかし､生産を高めるこ

とをねらいとしつつも､農園において一定の

準備･､一定の原料､一定の時間のもとで遂行

されるそのプロセスには､純然たる教育目的

や価値を備えていると考えられたのである｡

(4)初期プロジェクト法の性格と意義

こうした初期のプロジェク ト法は農業学校

でやっていた偶然的な仕事､いわば一つの思

いつき的なものが出発点となって､やがて教

育的意味が与えられていったのである｡ この

考え方が広く各州に導入されるにつれ､その

適用範囲も農業から工業や家庭科､さらに実

習や実験が重視される理科教育などに適用さ

れていくのである｡

ホーム ･プロジェク トの実践が普及するに

つれ､多くの教育学者が理論構成に取 りかか

るようになる｡

例えば､コロンビア大学の教授で､キルパ

トリックに大きな影響をもたらすスネッデン

(Snedden.D.)は､｢教授単元としてのプ

ロジェク ト｣(1916)という論文で､｢パ ン

を焼 く､ブラウスの製作､とうもろこしの栽

培､テーブルの製作､ベルの取 り付けといっ

た作業を､子ども自らが計画し､そこから知

識や経験の獲得をもたらすように組織したも

の (2)｣をプロジェク トと呼んだ｡

そして､スネッデンによれば､プロジェク

トの基本的性格は､次のように把握されてい

るのである(3)0

① 仕事は常にある統一を有していた｡

② 子ども自身は達成されるべき実際的目的

や結果を想定し､この結果は自らにとって

意味があるものとして期待されていた｡

③ 達成の基準が客観的であるため､子ども

は製作物の価値に関して決定できた｡

④ 子どもは目的を達成するにあたって､以

前の知識や技能を適用し､また新しい知識

や経験を獲得したに違いない｡

これまでの検討から､初期のプロジェク ト

には､子どもが自ら計画し､実行するという

意味のほかに､次のような意義が認められよ

う｡

第 1に､学校での学習と家庭 ･地域の作業

を結合する意図がある｡

第 2に､プロジェク トの展開は現実の生活

や現実の教育過程そのものであって､プロジ

ェク トを通じて､子どもは社会の生活を豊富

に体験したり､内容を得ることができる｡

第3に､プロジェク トは具体的にものを生

産するねらいがある｡

第4に､どのプロジェク トの解釈も比較的

狭義に捉えられたものであり､その作業は身

体的 ･手技的 ･実際的な仕事に限定されてい



る｡

このように､プロジェクト法は農業もしく

は作業的 ･技術的学習と結合して用いられた

のであるが､このことは､プロジェクトの意

義を考えるうえで重視されなければならない｡

そして､限定的かつ狭い意味で使用された初

期のプロジェクト法は､やがてすべての教科

に適用される一般的な方法として､また新教

育を代表する方法として結実を見ることにな

る｡ このプロジェクト法を新しい教育方法の

根本原理として理論的に構築したのが､ほか

ならぬキルパ トリックであった｡

3.キルパトリックの ｢プロジェクト

法｣ の理論

プロジェク ト法に理論的根拠を与え､そ

の普及に拍車をかけたのは､1918年に出され

たキルパ トリックの ｢プロジェクト･メソッ

ド｣という論文であった｡この論文が大きな

反響を呼び起こしたため､4年後には ｢教育

過程における目的ある行為の利用｣という副

題をつけて､単行本として出版されている｡

わずか17頁の小さいがしかし影響力の強い論

文といえるのである｡

しだいに明らかになるが､この論文でキル

パ トリックはまずプロジェクトの定義を提示

し､ 目的という言葉を重視した ｢目的的活

動｣という概念を設定した｡ 次に､この概念

を性格形成にかかわる ｢附随学習｣で補完し､

これを基軸として生活教育の過程を理論的に

究明することによって､多岐にわたるプロジ

ェクト法の学習理論を統合したといえよう｡

ここではこれらのキーワー ドを中核としつつ､

キルパ トリックの ｢プロジェクト法｣の理論

を概観することにしたい｡

(1)｢プロジェクト｣ の定義

キルパ トリックは､まず､これまでの教育

方法に関する理論を検討するうちに､教育過

程の局面に関連する多数の重要な諸問題に直

面することになる｡ そこで､彼はこれらの諸

プロジェク ト法 65

問題を一つの概念に統一しておく必要がある

ことを痛感する｡

こうして最終的に見出したのが､学習の法

則に合致し､しかも行為の倫理的性質をもた

らす ｢仝心を打ち込んだ力強い活動｣(a

wholehearted vigorous activity)であっ

た｡

そしてキルパ トリックは､この統一概念を

｢社会的環境のなかで行われる全心を打ち込

んだ目的的活動(4)｣(wholehearted purpo-

sefulactcarriedonsocial SturOundings)

と規定し､これを簡潔に表わす言葉を ｢プロ

ジェクト｣という語に求めたのである｡ 一般

に ｢プロジェク ト｣を､｢全心を込めた目的

的活動｣と定義づけるのは､この文脈におい

てである｡以後､プロジェクト法は､キルパ

トリックによって定式化された理論を指すよ

うになったといえる｡

ところで､彼はこのプロジェクト概念をよ

り明確にするため､模範的事例の一つとして

｢少女によるドレス製作｣をあげて説明して

いる｡それは､次のような事例である｡

｢-少女が､ ドレスを製作したと想定しよ

う｡ その少女は､心を打ち込んでその ドレス

を製作しようと意図し､自分自身で､そう計

画し､独力で作りあげたとすると､それこそ

典型的な Fプロジェクトjの好例と､私はい

いたい｡この ドレス製作において､全心を打

ち込んだ目的ある活動が､多種多様な社会的

環境のなかで推し進められたわけである｡ そ

の ドレス製作は､目的ある活動であったとは

っきりといえる｡ そして､すでに､前もって

形成されていた ドレス製作の目的は､その ド

レスづくりの過程に次々と展開されてくる新

しい事態を克服し､全体として一つの統一を

もたらすわけである｡以上の説明から､ ドレ

ス製作中のその少女は仝心を打ち込んだ状態

にあった､ということがはっきりわかるので

ある(5)｣｡

この事例は､少女がプロジェクトの達成に
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打ち込むのは､その活動が社会的環境のもと

での仝心を打ち込んだ目的的活動であるから

という説明である｡ なぜなら､制作中の ドレ

スをその少女の友達や級友が見ていたはずで

あり､したがって､ ドレスづくりに打ち込ん

でいる少女を取り巻く社会的環境のなかで進

められていると考えられるからである｡

(2)教育活動の基礎としての ｢目的的活動｣

プロジェクトの定義が示すように､キルパ

トリックの理論において ｢目的的活動｣は重

要なキーワー ドである.いかなる活動も教育

的に意義ある活動となるためには､目的によ

って動機づけられなければならない｡子ども

自らが､自分のもっている目的の達成を目指

してひたすら従事する ｢目的的活動｣でなけ

ればならないからである｡

ではこの ｢目的的活動｣は､どのような意

味をもつのであろうか｡

キルパ トリックは､｢教育は生活である

(6)｣という根本的なテーゼから出発する｡

したがって生活それ自体､あるいは生活の典

型的な単位が教育内容となり､カリキュラム

の構成要素として考えられているのである｡

それゆえ､子どもが学校で営む活動の原型

は､現代社会で行われている生活活動という

ことになる｡ところが彼は､生活活動のすべ

てが重要であるとしたのではない｡教育活動

の基礎として典型的な生活活動､すなわち現

代の社会理想から見て ｢価値ある生活の典型

的な単位 (7)｣(typical unit of worthy

life)である ｢目的的活動｣をすえたのであ

る｡

すなわち､大人にとっての価値ある生活が､

子どもの学校でなすべき生活 (すなわち､学

管)の原型でなければならなかった｡

したがって､キルパ トリックは教育と生活､

学習と生活とを二分するのではなく､｢教育

の過程は価値ある生活と一体である｣という

考えを示している｡｢教育即生活｣の思想で

ある｡

このような立場に立って､キルパ トリック

は､教育活動の基礎として ｢目的的活動｣を

重視している｡ 自ら目的を設定し､その目的

を実現するために綿密な計画を立て､その計

画を意欲をもって､慎重な準備のもとで実現

していくような活動､いわばプロジェクト的

な活動をもって民主社会に貢献することが望

まれるのである｡

つまりキルパ トリックによれば､自ら目的

を立て､それを計画的に追求する人間が ｢理

想的な人間像｣という性質をもつ｡民主主義

社会の人間像はまさに ｢プロジェクト人｣で

ある｡ この意味において､プロジェクトはま

た教育の目的であるといえるのである｡

ここに至ってプロジェク トは学習の手段や

方法にとどまらず､民主社会における人間の

価値ある生活の在り方を意味するようになっ

たことは､重要な観点である｡ 子どもも大人

も､プロジェクト的生活を営むことが要請さ

れるからである｡

また､学校の使命は､子どもたちにプロジ

ェクト活動を経験させ､よりよきプロジェク

ト活動を実現させてゆくことになろう｡ それ

が人間にふさわしい生活の在り方ととらえら

れるからである｡ そして､このような生活を

子どもたちが実現するよう援助 ･支援してい

くことが､教育の営みであると考えられたの

である｡

キルパ トリックのプロジェクト法はこのよ

うな意味において､生活教育論の典型的な-

表現であるといってよかろう｡

かくして何か物を作る仕事だけがプロジェ

クトではなく､キルパ トリックによれば､今

や意義ある ｢目的的活動｣によって子どもを

｢よりよき生活者｣にまで育成することがプ

ロジェクト法の真髄であると､広義に解釈さ

れるようになったのである｡ すなわちプロジ

ェク ト法は､教育の全体を貫く唯一の方法を

意味するようになったと解される｡

(3)｢目的的活動Jと学習効果の法則



キルパ トリックは目的的活動の重要性をい

ろいろな側面から論じているが､すでに触れ

た目的的活動が学習法則に合致するという見

解もその 1つである｡

彼はソーンダイク (Thorndike,E.L.)

を援用して3種の学習法則である ｢準備｣･

｢効果｣･｢練習｣の各法則について解説し

(8)､これらの法則に合致するのが目的的活

動であると断じている｡ そのうち特に重視さ

れたのは ｢効果の法則｣である｡

目的は態度や構えであるとされ､｢目的的

活動｣の成功の効果が､満足感を呼び態度を

強化し行動の変容を招き､ひいては性格形成

を促進するというのである｡

すなわちキルパ トリックはまず､学習の結

果として起こる反応を ｢第一次反応｣(特定

の知識 ･技能の習得)･｢連合反応｣(関連す

る領域の知識 ･技能もしくは偶然に得られる

もの)イ 附随反応｣(一般的な情意的態度や

理想 ･習慣など)の3種に区別し､連合反応

と付随反応に大きな意義を与えている｡

次に彼は､｢目的的活動｣と ｢強制された

活動｣がこれら3種の反応にどういう違いが

生じるかを凧づくりを例にして大要､以下の

ように説明している(9)0

｢第一次反応｣では､作られた凧そのもの

は同じでも､目的的に製作にあたる場合は､

これに成功すれば多大の満足が得られるばか

りでなく､凧づくりそのものについてもより

高度な技能と知識が得られる｡ しかし強制さ

れた場合には､教師の検閲を免れることだけ

考えて凧づくりに大きな抵抗を感じ､また製

作に直接関係する知識や技能の蓄積も期待さ

れない｡
｢連合反応｣では､目的的活動であれば意

欲的に取り組むため豊富な反応が準備され､

熟慮が重ねられ､成功して満足が得られるこ

とによって､一連の反応や思考を精神的な財

産として持ち続けることになる｡ それに反し

て強制された場合は､思考活動が抑制され満
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足が得られないため､活動が終われば反応や

思考は消滅する｡

｢附随反応｣では､目的的活動の場合には

学校生活に満足し､それに喜びを感じ､さら

に別のプロジェク トを計画するようにさえな

るという｡ それが強制された場合には､学校

を退屈なものと感じ､エネルギーの発散を他

に求めるようになるというのである｡

こうした観点からキルパ トリックは､他か

ら強制された活動の繰り返しに終始し､活動

する子どもがもつ目的そのものを顧みない旧

来の教育方法を糾弾するのである｡その確証

として彼は､論文 ｢プロジェク ト･メソッ

ド｣の末尾で､｢子どもは本来､目的活動的

な存在である｣といい､次のように指摘して

いる点は示唆深い｡

｢以前には強制的な教育が学校教育の唯一

の方法として支配していたため､学校教育を

目的のない無節操なものにし､子どもは自主

的な個人としては育成されなかった｡強制に

対する反動的な面として､子どもの気紛れを

認め､子どもの磯嫌とりをして､子どもを信

頼する者もあった｡本論文の論点は､学校教

育の典型的要素としての社会的環境のなかで

行われる全心を打ち込んだ目的的活動は､現

在いとも簡単に無視されている子どもの生得

的な能力を認め､それを開発することにある

(10)｣o

(4)r附随学習1の意義と量蔓性

元来､学習というものは､単純な形では行

われ得ないのであり､学習指導において教師

は3つの反応 (学習)が同時に行われるよう

に常に配慮すべきなのである｡ そして､キル

パ トリックが最 も強調したのは､｢附随反

応｣(学習)であったことに留意しなければ

ならない｡

｢附随学習｣(concomitant learning)

の重要性について､例えば市村尚久氏は､い

ままで述べてきた論脈でキルパ トリックの学

習論が完結するならば､それは従来の ｢プロ
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ジェクト｣に関する諸説と何ら異なるところ

がないという前提から､｢F目的的活動1と

いう理念と並んでプロジェクト法を構成する

いま一つの F附随学習1の理念こ盲､キルパ

トリックのプロジェクト法をユニークなもの､

つまり単なる教育方法としてでなく生活教育

の哲学として高く評価すべきものにしている

(ll)｣と剖目に値する見解を披露する｡

同様に佐藤学氏は､｢F附随学習1のアイ

デアなしでは､Fプロジェク ト･メソッド1

の定式化は行われなかった (12)｣と述べ､社

会的態度と性格の形成に附随学習が果たす人

間形成的意義を強調する｡

キルパ トリック自身は､附随学習の意義に

ついて､算数の学習を具体例として次のよう

に説明している｡

｢一般には子どもは算術だけを学習してい

ると考えられているが､子どもはそれよりも

はるかに多くの事柄を学習している｡ 子ども

はそれによって算術が好きであるか嫌いであ

るかの態度をつくっている｡ 子どもは教師の

束縛から逃れても算術を続けてやろうとして

いるか､それとも少しでも早くそれから逃れ

ようとしているか､どちらかの態度をつくっ

ているのである｡子どもはまた教師や学校を

好きになっているか､嫌いになっているか､

どちらかの態度をつくっている｡子どもたち

は絶えずこういう態度をつくっているもので

あって､こういう態度はわれわれの教える教

材よりもはるかに重要で且つ長く人生に影

響を与えるものである｡(13)｣

キルパ トリックの ｢附随学習｣は､繰り返

すようであるが､算数を学ぶ子どもたちは実

は算数だけを単独に学んでいくのではない｡

これと相伴って､算数が好きだとか嫌いだと

かという感情､忍耐強く事に取り組むとかい

いかげんにごまかすといった態度や習慣､あ

るいは､がんばれば何でもできるのだという

自信､逆に自分は何をやってもだめなのだと

いう劣等感など､さまざまな感情 ･態度 ･習

債などを同時に学んでいくものだというので

ある｡

キルパ トリックがプロジェクト法を学習の

中心的な方法として重視した理論的根拠の一

つは､この ｢附随学習｣という学習観に求め

られる｡伝統的な教育方法と違い､プロジェ

クト法はさまざまの望ましい感情や態度など

を附随的に学ばせるうえで､最も効果的なや

り方であると考えられたのである｡

学びから逃走する子どもの現状に鑑み､子

どもは ｢一時に一事を学ぶのではない｣とす

る附随学習の考え方を､教師は､教室実践の

中で再生する必要があるのではなかろうか｡

4.定式化されたプロジェクト法の諸

相

これまでの検討で明らかなように､プロジ

ェクト法は単なる-指導法ではないのである｡

それは根底において重要な教育観､目的観､

内容 ･方法観､学習観を包含する ｢教育方法

の哲学の大系｣と称してもよいであろう｡

従来のプロジェクト法の論述は､一部の研

究を除いて､こうした視座からの考察が欠落

していたように思われる｡プロジェクト法が

皮相的に形骸化されて理解されるのは､その

ためではなかろうか｡

さて､キルパ トリックによって定式化され

発展されたプロジェクト法の段階 ･類型 ･種

類などの諸相についての吟味に入りたいと思

う ｡

(1)プロジェクト法の学習過程

目的的活動を単位として､キルパ トリック

は典型的に ｢日的 ･計画 ･遂行 ･判断｣とい

う生活経験学習の基本的過程を定立した｡各

段階と教師が留意すべき点について､次のよ

うに整理できよう｡

① 目的設定(purposing)

当面している問題を自ら解決するように､

子ども自身が目的を発見し､設定する段階｡

旧来の方法では目的設定は教師の責任とされ



ていたが､目的は教師と子どもとの協力によ

って立てられる｡ すでに触れたように､子ど

もの性格形成がプロジェク ト法の終局的な目

的であるため､できるだけ子どもの自主性や

自己活動を尊重することが望ましい｡

しかし､究極の責任はやはり教師にあり､

子どもにのみ責任を帰することのないよう配

慮しなければならない｡子どもだけでは､教

育的価値の薄い目的や実行困難な目的設定が

行われることも考えられるからである｡ここ

に教師の指導性が問われるといえよう｡

② 計画 (planning)

目的を達成するために､できるだけ多くの

資料や経験 ･知識を集めて綿密な計画案を立

てる段階｡プロジェク ト法の成否は､周密な

計画が立てられるかどうかに依存する｡ 子ど

もは目的から直ちに実行に移 りやすいが､教

師は計画の重要性を認識させる必要があろう｡

計画が集団でなされる場合､討議の形をもっ

てこれを行うことが望ましい｡

③ 遂行 (executing)

計画案の遂行に必要な材料を集めて実行す

る､最も活気のある段階｡プロジェク ト法で

は遂行の結果よりもプロセスに重きがおかれ

る｡遂行の過程で子どもの性格が形成される

ことを重視するからである｡ 目標の実現まで､

教師のよい支援は陰に陽に､影の声として大

切である｡

⑥ 判断(judging)

遂行した作業や活動を省みて､計画が実現

したかどうかを判断し､評価してみる段階｡

この場合の教師は､作業の審査や決定ではな

く､子ども自らが成果を判断できるよう指導

しなければならない｡子どもの判断が困難な

場合､それを容易にするため暗示 ･助勢する

配慮が望ましい｡子どもの相互判断の態度を

養うことも忘れてはならないであろう｡

これらの過程のなかで仝心を打ち込んだ目

的的活動が進行するのであるが､その結果､

子どもは自主的な学習を達成し､充実した成
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功感をもって知識や技能を休得することが期

待されるのである｡

(2)プロジェクト法の類型

キルパ トリックはプロジェクト､すなわち

目的的活動を4類型に分けて､おおむね次の

ように説明している｡

① 構成プロジェクト(construction projec

t) 生産者プロジェク トともいう｡このタイ

プはボー トを作ったり､手紙を書いたり､劇

を上演したりといった､外的形式において観

念や計画を具体化することを目的とするもの

である｡｢目的 ･計画 ･遂行 ･判断｣の基本

的な学習過程を踏む｡

② 享受プロジェク ト(enjoymentproject)

消費者プロジェク トともいう｡ このタイプ

は､物語を間いたり､シンフォニーを聴いた

り､絵画を鑑賞するといった美的経験を享受

することにある｡ただ､この種のプロジェク

トのたどる段階は明確に示せないとキルパ ト

リックは言う｡

③ 問題プロジェク ト(problem project)

霜はおりるのか､どのようにしてニューヨ

ークはフィラデルフィアよりその規模が大き

くなったのかといった､知的な面で困難が伴

う諸問題を解決する目的のタイプである｡ そ

のプロセスは､デューイの反省的思考の進行

過程をたどるという｡

④ 学習プロジェク ト(learning prq'ect)

ドリル ･プロジェク トともいう｡ このタイ

プは､書字学習やフランス語の不規則動詞が

書けるなどの知識や技能を得るのを主たる目

的とする｡ ここでキルパ トリックは､プロジ

ェク トとしての ドリルと､強制された作業と

しての ドリルとは厳密に区別する必要がある

としている｡ そして､構成プロジェク トと同

様の基本的な学習過程を経るという｡

キルパ トリックが､知識 ･技能を習得する

活動も音楽を聴く活動も､さらに消費活動も

含めてプロジェクトをとらえていることは､

明らかである｡ こうなると､学校における学
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習全休がプロジェク トであるという解釈さえ

成 り立つであろう｡

初期のプロジェク トは､家庭や地域社会の

なかで現実的 ･物質的なものを対象に､その

結果も､具休的な事物を生産する実際的 ･技

能的なものに限定されていた｡これと比較す

ると､プロジェク ト概念がいかに拡大解釈さ

れるようになったか､この類型から判断して

具体的に理解できるのである｡

改めて確認することになるが､キルパ トリ

ックのプロジェク ト法で重要なことは､学習

結果がどんなものであろうとも､あくまでも

｢目的的活動｣であるかどうかがバロメータ

ーとなることを銘記すべきであろう｡

子どもが進んで興味をもつような活動を中

心にして､教師が子どもの指導にあたるなら

ば､たしかに学習効果を高めることが期待で

きる｡ プロジェク ト法の存在意義は､こうし

た自発活動をもって学習を指導する理論を構

築したところに求められるのである｡

(3)プE)ジェクト法の種類

キルパ トリックは､プロジェク ト法には個

人の立てる目的によるものと､あるクラスが

劇を上漬したり､子どもたちがチームを組ん

で野球をするといった集団によるプロジェク

トがあると言う (14)｡そこで､個人プロジェ

ク トと集団プロジェク トの指導の要点につい

て考えてみよう｡

① 個人プロジェク ト

これは子ども各個人がそれぞれ独自の作業

に従事する場合であって､その中にも2つの

形式を考えることができる｡

(a)同質的な個人プロジェク ト

これはすべての子どもが､同じプロジェク

トに従事する場合であり､これを指導する教

師の立場は比較的容易である｡しかし､プロ

ジェク トを行う子どもが同時に同一の興味を

もち､熱意を示すことはまれであることに留

意すべきであろう｡

(b)異質的な個人プロジェク ト

これは子ども一人ひとりが､その能力や興

味によって異なったプロジェク トを実行する

場合である｡子ども一人ひとりが興味のまま

に活動することになるから､その作業の成果

には見るべきものがあろう｡しかし､これを

指導する教師には相当な力量と指導上の困難

を感ずることが予想される｡

② 集団プロジェク ト

これは学級全体が一つのプロジェク トの解

決に向かって､協同的な作業をすることを意

味する｡その際､特に重要なことは､その集

団が共通の目的､共通の興味において結合で

きるかどうかがキーポイントとなる.

どのようにして共通の目的に結合させるか

ば難しい問題であり､効果的に実現するため

には同一プロジェク トのなかで作業を分担す

るなど､お互いの連絡を密にすることが必要

である｡

集団プロジェク トは共通の目的のために共

通の計画を立て､それを実現するものである

ため､協同性を媒介として社会性の育成が期

待される｡ これは個人プロジェク トでは得 ら

れない貴重な経験である｡

5.｢プロジェクト法｣の特徴と展開

(l)プロジェクト法の特徴

佐藤学氏は､F米国カ リキュラム改造史研

究』のなかで､キルパ トリックの論文 ｢プロ

ジェク ト･メソッド｣の特徴について4点を

指摘 している(15)｡キルパ トリックのプロジ

ェク ト法の理論の特質が奈辺にあるかを理解

するうえできわめて有効であると考え､ここ

では佐藤氏の枠組みに依拠しつつ､筆者なり

に次のように整理してみた｡

第 1の特徴は､プロジェク ト法の本質とし

て ｢目的的活動｣を教育の中心におき､｢価

値ある生活の典型的な単位｣で､｢プロジェ

ク ト｣を規定した点である｡

この規定は､学校外の ｢価値ある生活の典

型的な単位｣を学校教育のなかで実現する主
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で今 日的にも意義があろう｡

第 2の特徴は､｢目的的活動｣の概念で､

すべての学習の様式を包摂 し､その分類と

｢目的 ･計画 ･遂行 ･判断｣という学習の基

本的プロセスを経て定式化した点である｡

第3の特徴は､プロジェク ト法がソーンダ

イクの行動主義の学習理論 ･学習法則を踏襲

し基礎づけられた点である｡

特に､｢目的的活動｣の成功の満足感の効

果が性格形成に寄与するという考え方は､今

日の教室でも考慮されなければならない｡

第4の特徴は､｢目的的活動｣による学習

の反応を､｢第一次反応｣､｢連合反応｣､｢附

随反応｣の3つの層でとらえ､学習の重層的

な構造を示した点である｡

この ｢附随学習｣の明確化にこそ､彼のプ

ロジェク ト法の本意があった｡

(2)わが国への導入 ･展開

プロジェク ト法は､伝統的な言語主義 ･知

育偏重主義にチャレンジして､カリキュラム

改革の契機となったことは高く評価されよう｡

しかし､かつてのように､その重要性を極度

に強調したり､その適用範囲を教育の全領域

にまで拡大するならば､教科の論理的系統や

教師の指導的役割を軽視すると批判されても

やむをえないかもしれない｡

なお､キルパ トリックは1927年に来日し､

各地でプロジェク ト法について講演している｡

わが国教育界においてもプロジェク ト法への

関心が高まっていたこともあって､多くの聴

衆を集めたといわれる｡

しかし､やはり概念が不明確なこともあっ

て､一部を除いては､教育現場には必ずしも

深 く浸透したとはいえなかったようである｡

それでも総合教授や作業教育などと結びつい

て､当時の自由主義的教育運動に大きな影響

を及ぼしたといわれる｡

プロジェク ト法が改めて注目されたのは､

戦後新教育のコア ･カリキュラム運動におい
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てであった. この運動のリーダーであった梅

根悟氏の単元学習論や生活教育論は､キルパ

トリックのプロジェク ト観を基礎にして展開

されたものであり､わが国にカリキュラム ･

ブームを巻きおこした｡しかし､系統学習へ

の傾斜により､プロジェク ト法は急速にその

影響力が弱められたのである｡

生活科実践をはじめ､現在の ｢総合学習｣

や ｢知の総合化｣｢学校 ･家庭 ･地域の融

合｣論議のなかで､｢目的的活動｣による

｢附随学習｣等々､今 日､キルパ トリックに

学ぶ重要性が増しているのである｡
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